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総務企画委員会

防災環境商工委員会

保健福祉委員会

常任委員会の審査から
問　

本
県
の
教
育
力
の
向
上
に
は
私

立
学
校
の
助
成
は
重
要
で
あ
る
。
県

で
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
り

私
学
助
成
を
行
っ
て
い
る
か
。

答　

本
県
の
私
立
学
校
は
、
高
校
生

の
約
25
％
、
幼
稚
園
児
の
約
73
％
を

占
め
、
公
教
育
の
一
翼
を
担
う
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
私
学
振

興
を
図
る
こ
と
は
学
校
教
育
の
発
展

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
方

の
も
と
、
私
学
助
成
の
充
実
に
努
め

て
い
る
。

問　

い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
の
平
成
二
十
五

年
度
の
運
営
と
、
ス
ポ
ー
ツ
中
継
実

施
を
含
め
た
今
後
の
番
組
作
り
の
考

え
方
は
。

答　

平
成
二
十
五
年
度
は
地
域
情
報

を
積
極
的
に
収
集
し
小
ま
め
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
投
稿
や
ゲ

ス
ト
出
演
な
ど
県
民
の
皆
様
に
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
中
継

の
配
信
に
は
課
題
が
あ
る
が
、
今
後

視
聴
者
数
も
考
慮
し
な
が
ら
配
信
に

向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

ひ
た
ち
な
か
地
区
で
は
、
水
戸

対
地
射
爆
撃
場
返
還
国
有
地
処
理
大

綱
制
定
後
三
十
年
が
経
過
し
た
が
、

国
有
地
の
開
発
が
進
ま
ず
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
が
見
え
な
い
。
今
後
の

土
地
利
用
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

地
元
と
一
体
で
作
成
し
た
土
地

利
用
計
画
を
も
と
に
国
営
公
園
や
茨

城
港
常
陸
那
珂
港
区
な
ど
で
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
が
進
展
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
地
区
の
発
展

に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問　

つ
く
ば
市
長
が
土
浦
市
と
の
合

併
に
前
向
き
な
発
言
を
し
た
と
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
合
併
す
る
場
合
は

何
か
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
か
。

答　

合
併
特
例
法
が
改
正
さ
れ
、
国

の
支
援
と
し
て
交
付
税
の
合
併
算
定

替
な
ど
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

今
後
、
具
体
的
な
動
き
が
出
て
く
れ

ば
、
県
と
し
て
も
、
必
要
な
助
言
を

行
う
ほ
か
、
適
切
な
支
援
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、「
義
務
付
け
・
枠
付
け
」

の
第
四
次
見
直
し
に
対
す
る
本
県
へ

の
影
響
、
ハ
ッ
ス
ル
黄
門
を
効
果
的

に
使
っ
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
も

質
問
）

問　

県
内
の
消
防
団
員
数
は
減
少
し

て
い
る
。
団
員
確
保
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
思
う
が
、
入
団
促
進
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

県
で
は
、
消
防
団
の
充
実
強
化

の
一
つ
と
し
て
、
女
性
の
入
団
促
進

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
現
在
三
十
六

団
体
に
五
百
十
一
名
の
女
性
団
員
が

い
る
が
、
さ
ら
な
る
拡
充
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問　

こ
れ
ま
で
霞
ヶ
浦
浄
化
に
多
額

の
予
算
を
投
入
し
て
き
た
が
、
水
質

改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
県
は
、

下
水
道
終
末
処
理
水
な
ど
、
霞
ヶ
浦

に
流
入
す
る
窒
素
・
リ
ン
濃
度
の
低

減
に
、
徹
底
的
に
取
り
組
む
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
霞
ケ
浦
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
リ
ン
濃
度
を
さ
ら
に
低
減
さ

せ
る
新
た
な
施
設
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。
湖
沼
水
質
保
全
計
画
の
下

に
、
関
係
各
課
の
対
策
を
統
合
し
な

が
ら
、
水
質
浄
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

問　

大
卒
等
未
就
職
者
人
材
育
成
事

業
は
県
が
数
年
前
か
ら
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
年
々
正

規
雇
用
率
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

平
成
二
十
四
年
度
は
特
に
良
い
結
果

だ
っ
た
が
、
要
因
は
。 

答　

平
成
二
十
四
年
度
は
二
百
四
名

に
対
し
研
修
を
行
い
、
百
七
十
七
名

が
就
職
決
定
、
そ
の
う
ち
百
七
十
一

名
が
正
規
雇
用
と
な
っ
た
。
三
年
目

と
な
り
、
受
託
事
業
者
に
お
け
る
ノ

ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
や
、

正
規
雇
用
率
の
目
標
を
掲
げ
、
受
託

事
業
者
と
連
携
を
密
に
し
て
取
り
組

ん
だ
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

問　

成
長
産
業
振
興
協
議
会
で
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

答　

協
議
会
の
会
員
企
業
に
対
し
、

成
長
分
野
に
関
連
す
る
業
界
動
向
な

ど
の
情
報
提
供
や
、
大
手
企
業
な
ど

の
工
場
視
察
、
製
品
開
発
に
関
す
る

勉
強
会
、
大
手
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
大
学
の

教
授
や
技
術
者
な
ど
に
よ
る
技
術
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
微
小
粒
子
状
物
質
Ｐ
Ｍ

２
・
５
へ
の
対
応
、
震
災
の
中
小
企

業
へ
の
影
響
な
ど
も
質
問
）

問　

平
成
二
十
五
年
度
に
県
立
中
央

病
院
へ
導
入
予
定
の
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
に
よ
る
手

術
の
特
長
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

従
来
の
が
ん
手
術
よ
り
も
身
体

的
な
負
担
が
少
な
く
、
安
全
で
精
度

が
高
い
。
昨
年
四
月
に
前
立
腺
が
ん

手
術
が
保
険
適
用
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
急
速
に
普
及
し
、
二
月
現
在

で
全
国
で
八
十
七
台
、
県
内
で
は
二

台
目
の
導
入
と
な
る
。

問　

平
成
二
十
五
年
度
は
第
二
期
県

立
病
院
改
革
の
最
終
年
度
で
あ
り
、

目
標
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に
取
り

組
む
と
の
こ
と
だ
が
、
課
題
は
。

答　

経
営
状
況
を
良
く
す
る
に
は
医

療
人
材
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。
そ

の
た
め
中
長
期
的
に
は
県
立
病
院
で

医
療
人
材
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
県
立
病
院
の
重
要
な
役
割
と
し

て
、
確
保
・
育
成
し
た
医
療
人
材
を

県
北
な
ど
の
医
師
不
足
地
域
へ
派
遣

し
、
茨
城
全
体
の
医
療
の
崩
壊
を
防

ぎ
、
医
療
の
質
も
高
め
て
い
き
た
い
。

問　

鹿
島
労
災
病
院
は
こ
こ
数
年
で

大
幅
に
医
師
が
減
少
し
、
特
に
整
形

外
科
、
外
科
、
神
経
内
科
は
常
勤
医

が
い
な
く
な
る
な
ど
非
常
に
由
々
し

き
事
態
で
あ
る
。
現
状
の
認
識
と
今

後
の
対
応
は
。

答　

鹿
島
労
災
病
院
は
地
域
に
お
け

る
大
変
重
要
な
病
院
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
県
で
は
こ
れ
ま
で
も
派

遣
元
大
学
な
ど
に
医
師
派
遣
を
要
請

し
て
き
た
。
今
後
も
地
元
と
一
体
と

な
っ
て
地
域
医
療
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問　

今
般
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
が
保
険

適
用
と
な
り
、
ピ
ロ
リ
菌
と
胃
が
ん

の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
た
と
考
え
る
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
が
ん
検
診
に
取
り

入
れ
る
考
え
は
。

答　

平
成
二
十
四
年
度
、
国
が
設
置

し
た
「
が
ん
検
診
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
会
」
に
お
い
て
胃
が
ん
検
診

へ
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
導
入
に
つ
い

て
も
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
県
と
し
て
も
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
脱
法
ハ
ー
ブ
等
の
薬
物

乱
用
防
止
対
策
の
強
化
、
ロ
ボ
ッ
ト

ス
ー
ツ
の
医
療
機
器
承
認
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
も
質
問
）

公教育の一翼を担う私立学校（写真は私立幼稚園の活動の様子）

訓練中の女性消防団員

今後の活用が期待される手術支援ロボット「ダヴィンチ」

患
者
の
身
体
的
負
担
が
少
な
く

安
全
で
精
度
が
高
い

「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
手
術
の
特
長
は

女
性
団
員
の
拡
充
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る

私
立
学
校
へ
の
助
成
の
考
え
方
は

私
学
振
興
を
図
る
こ
と
は
学
校
教
育
の

発
展
に
と
っ
て
重
要

消
防
団
へ
の
入
団
促
進
の
取
り
組
み
は


